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3 一 路上 と 市 場 で の 礼儀 作法 


路上 で の 礼儀 作法 
@ 公道 で の 義務 : 


1 一 アブ ー・ サ イー ド ・ ア デル テ フ ド ッ ゥ リー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) 
に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 
“公道 に 座り この で は な い 。"” それ で ( 教 友 た ち は ) 言い まし た : “アッ 
ラー の 使徒 よ 、 話 し 合う た め の 場 所 が 他 に な い の で す 。”" する と (預言 者 は 
) 言い まし た : “や む を 得 ず そう する な ら 、 公 道 で の 義務 を 守る の だ 。” ( 
教 友 た ち は ) 言い まし た : “公道 の 義務 と は 何で すか 、 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 。 
” (預言 者 は ) 言い まし た : “視線 を (様々 な 問題 を 及ぼ す 物 事 か ら ) 下げ 
る こと 、 害 悪 の 阻止 、 挨 拶 を 返す こと 、 そ し て よき 言葉 で ある 。”" 」 (アル 
ゲハ カー リー と ム ス ろり リム の 伝承 り 


2 一 そし て 別 の 伝承 に は こう あり ます : 「 “公道 に 座り 込む の で は な い 。” 
それ で 私 た ち は 言 いま し た : “私 た ち は 、 特 に 問題 の な いこ と に お いて 座っ 
て いた の で す 。 座 っ て 勉強 し 、 話 し 合っ て いた の で す よ 。”" する と (預言 者 
は ) 言い まし た : “も し そう で ある な ら 、 公 道 で の 義務 を 守る の だ : (つま 
り そ れ は ) 視線 を (様々 な 問題 を 及ぼ す 物 事 か ら ) 下げ る こと 、 挨 拶 を 返す 
こと 、 そ し て よき 言 業 で ある 。 ” 」 (ムスリム の 伝承 9 





3 一 また 別 の 伝承 に は こう あり ます : 「“ そ し て 惨め な 境遇 に ある 者 を 慰 
ぬ 。 六 の 6 て いる 痢 を 導い て や る こと で ある 。” 」 レデ ブー ダー ウー ド の 信 
承り 

@ 路上 か ら 害 悪 を 除去 する こと : 

1 一 アプ ブー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 

彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 私 は 、 道 路 の 真ん中 


で 人 々 (の 交通 ) を 阻ん で いた 1 本 の 木 を 切っ た こと に より 、 天 国 (で の 台 楽 
) を 境 能 し て いる 男 を 見 た 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 9 





@ 路上 や その 他 の 場所 に お いて 、 キ プ ジ 
5 の 方 角 に 貴 を 吐 か な いこ と : 


フ ザ イフ ァ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 キ プラ の 方 角 に 貴 を 吐く 





サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6229) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2121) 。 文章 は アル レル テ ブ ハ ー リ ー の も の 。 
サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2161) 。 

真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4817) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4032) 。 
サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (652) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1914) 。 文章 は ムスリム の も の 。 

訳者 注 : マッ カ の カアバ 神殿 の 方 角 の こと 。 


gm まま の ら to ロ 

















者 は 、 審 判 の 日 その 貴 を 眼前 に 見 出す で あろ う ・・・」 (アブ ー・ ダ ー ウ ー ド と 
イブ ン ・ ヒ ッ パ バー ン の 伝承 り 


@ 道中 に 乗り 物 用 の 家畜 の 福利 を 配慮 し 、 夜 に 路上 で 宿営 し な い 
こら 6 





デア ーー ンタ イタ ( 伝 に アッ テー の ご 満 吉 あれ ) は 言い いま した: 「 ア デック 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “旅路 で 草 
地 を 通り か か っ た ら 、 ラ クダ に も 地上 か ら の 分 け 前 を 与え て や る が よい 。 ま 
た 不毛 の 地 を 通り か か っ た ら 、 歩 を 早め る が よい 。 そ し て 夜 に 宿営 する の な 
ら 、 路 上 は 人 避け よ 。 そ こ は 害 虫 の 通り 道 で や る か ら 。 ” 」 (ムスリム の 伝承 
間 














市 場 で の 礼儀 作法 
@ 売買 に お ける 寛容 さ : 


PE2Mw の ジャ ドジ ドス ジー 4 信人 ら アッ ラー の 選 漬 也 あめ 所) だ よれ ば 
、 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “ 
アッ ラー は 売買 、 及 び (債務 な どの ) 遂行 に お いて 寛容 な 者 を 慈 し まれ る 。 
7 Ni ニン クー リル の 棋 承 り 








@ 借金 返済 の 期限 を 守る こと : 


アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 裕 福 な 者 が 借金 
返済 を 遅延 する の は 、 不 正 で ある 。 そ し て 裕福 な 者 が あな た 方 の 債務 を 肩 代 
わり ボボ る の な ら 、 彼 に そり さ 攻 る の だ 。 」 (アル テーブ パー リー と ムスリム の 
伝承 

















@ 債務 に 苦し む 者 に 返済 期限 の 猫 予 を 与え 、 ま た 大 目 に 見 て や る 
Ce 


アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 問 言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “人 に お 金 を 貸す ある 商人 
が いた 。 彼 は 債務 に 茸 し む 者 を 見 る と 、 使 用 人 た ち に こう 言っ た : 「 彼 (の 
返済 義務 ) を 大 目 に 見 て や る の だ 。 ア ッ ラ ー も 私 た ち (の 罪 ) を 大 目 に 見 て 
下さ る か も し れ な いか ら 。」 そ し て アッ ラー は (実際 に ) 彼 (の 罪 ) を 大 目 
に 上 馬 で 下さ っ る た の だ 。 | (アデ ルー テア デパ バー リー と ムスリム の 信和 承 9 





ドコ 礼拝 時 間 に お ける 売買 の 禁止 : 


6 

真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3824) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3239) 、 サ ヒー フ 
・ イ ブン ・ ヒ ッ パ ー ン (1314) 。 ア ッ テ ス イル スイ ラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー ハム (222) 参照 。 

7 ササ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (1926) 。 

8 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2076) 。 

9 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2287) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1564) 。 文章 は アル ニテ ブ ハ ー リ ー の も の 。 

0 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2078) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1562) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 





至高 の アッ ラー は 仰 ち られ まし た : 本 
信仰 する 者 た ちよ 、 金 曜日 に ダー (礼拝 ) の 呼び か けが 成 さ れ た ら ア ッ ラ 
ー の 唱 念 に 勤め 、 売 買 を (一 旦 ) 放棄 する の だ 。 そ れこ そ が あな た 方 に と っ 
て 最善 な の で ある 。 も し あな た 方 が この こと を 知っ て いた ら (そう する の で 
ある の に ) 。 そ し て ダグ ジー (礼拝 ) が 終わ っ た ら 地 上 に 散開 し 、 デ アッ ラー の 
お 恵み を 求め (努力 ナ ) る の だ 。 そ し て アッ ラー を よく 唱 念 せ よ 。 あ な た 方 
は 恐らく 成功 する で あろ う 。 西 (クル アー ン 62 : 9 一 10) 


@ あら ゆる 状況 に お いて 公正 を 員 く こと : 





至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 史 
科 を (不当 に ) 減ら す 者 た ち に 災い あれ 。 彼 ら は 人 に 量 ら せ る 時 に は し っ か 
り と (正当 な ) 取り 分 を 求め る くせ に 、 自 ら が 彼ら の た め に 量 る 時 に は ( そ 
れ ら を 少な め に 見 積もっ て ) 損失 を 与え る 。 彼 ら は (死後 ) 復活 させ られ な 
いと で も 思っ て いる の か ? そ の 偉大 な 日 に 。 人 間 が 万 有 の 主 へ と 向かっ て 立 
ち 上 が る 日 に 。 還 (クル アデ アーン 83 : 1 一 6) 


@ むやみ や た ら に 匠 う こと の 回 避 : 





デグー ツジ グン イン .( 備 に デック ジー の で ご 満 條 あ れ ) は 言い まし た ? リ 枯 は デ 
ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き ま 
し た : “奪い は 商品 (を 手早く さば く ) に は 役立つ が 、 ( 真 の ) 利益 を 抹消 
し て も まう もの で ある 。" 」 (アル テグ ヘー リー よ ム スリ ム の 信和 承り 











@ 非 合 法 か つ 悪 質 な 売買 や 交渉 、 物 事 の 回 避 : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 丁 
そし て アッ ラー は 売買 を 合法 化 さ れ 、 ク バー (不法 商取引 ) を 禁じ られ た 。 
選 (クルアーン 2 : 275) 





2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 叫 
信仰 する 者 た ちよ 、 酒 と 賭け 事 、 偶 像 と アシ ルー アズ デー ス 
“は シャ イタ ー ン (悪魔 ) の 行い で あり 、 不 浄 で やめる 。 ゆ え に そ れ ら を 放 け 
る の だ 。 (そう すれ ば ) あな た 方 は 成功 する で あろ う 。6eg (クル アー ン 5 : 9 
0) 


3 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 的 

・・・ 彼 (預言 者 ムハンマド) こそ は 善 を 勧め 悪 を 禁じ 、 彼 ら (その 追従 者 
た ち ) に よき も の を 合法 な も の と し 、 悪 し き 物 を 彼ら に 禁じ る 。eEB (クル ア 
ー ン 7 : 157) 


@ イン チキ や 嘘 の 禁止 : 


1 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2087) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1606) 。 文章 は ムスリム の も の 。 
“訳者 注 : 「 ア ルテニア ズラ ー ム 」 と は 、 当 時 賭け 事 や くじ 引き に 使わ れ て いた 火打 石 の こと で ある と 言わ れ ま す 。 








1 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー 
の 使徒 ( 彼 に 間 リ フ 
料 の 山 を 通り か か り ま し た 。 そ し て そこ に 手 を 入れ る と 、 指 が 濡れ た の で こ 
う 言 いま し た : “ (この ) 食料 の 持ち 主 よ 、 こ れ は 一 体 ど うし た こと か ?”" 
する と (食料 の 持ち 主 は ) 言い まし た : “アッ ラー の 使徒 よ 、 雨 で 濡れ て し 
まっ た の で す 。"” それ で (預言 者 は ) 言い まし た : “それ で は 人 々 が (一 目 
見 て ) 分 か る よう に 、 そ の (濡れ た ) 部 分 を 上 に し て お け ば いい で は な いか 
ゥ イン チキ を する 者 は 私 た ちの 仲間 で は な い の だ ぞ 。 ”" 」 (ムスリム の 伝承 
| 





























2 一 ハ キ ー ム ・ ブ ン ・ ヒ ザー ム ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし 
た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た 
: 売買 交渉 する 両者 は 、 そ の (売買 取引 の ) 場 に ある 限り 、 (取引 の 最終 
決定 に 関す る ) 選択 権 を 有する 。” ある い は こ う 言 いま し た : “・・・ 別 れ 
る まで (取引 の 最終 決定 に 関す る ) 選択 権 を 有する 。 そ れ で (その 交渉 取引 
に お いて 両者 が ) 正直 で あり 、 ま た (商品 の 詳細 に 渡っ て ) 説明 する な ら ば 
、 彼 ら は その 取引 に お いて 祝福 され る で あろ う 。 し か し (その 交渉 取引 に お 
いて 両者 が ) 何 か を 隠蔽 し 、 ま た 嘘 を つい た りす る な ら ば 彼ら の その 取引 に 
お ける 祝福 は 抹消 され る で あろ う 。"” 」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝 
承り 


























@ 商品 の 独占 の 禁止 : 


マ ア マル ・ プ ブン ・ デ アプ ドッ ラー に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 独 占 す る 者 は 罪深い 者 で ある 。」 
(ムスリム の 伝承 5 





13 サ ヒ ー フ ・ ムスリム (102) o 
4 サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (2079) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1532) 。 文章 は アル ー ブ ハ ー リ ー の も の 。 
15 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (1605) 。 


